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会
議
名 

令和２年度（２０２０年度） 第２回宝塚市子ども審議会 

日
時 

令和３年（２０２１年）３月１１日（木） 

午前１０時００分～１２時００分 
場
所 

中央公民館１階 ホール 

出
席
者 

委員 

伊藤篤、濱田格子、松島京、生駒由香里、大西登司恵、加藤優子、鴨田朋子、神原麻乃、

椎山美恵子、薄田昌広、波多野靖明、大冨亜紀、八木佐和子、加納邦子、田中由利子、

冨永泰（敬称略） 

                             計１６名（欠席３名） 

事務局 子ども未来部長、子ども家庭室長、子ども育成室長、子ども政策課長、同係長、同係員 

拡大 

事務局 

家庭児童相談担当課長、子育て支援課長、子ども家庭支援センター所長、 

子ども発達支援センター所長、子ども育成室長、保育企画課長、同副課長、保育事業課

長、青少年課長、人権男女共同参画課長、健康推進課長、学事課長 

                             計１２名（欠席３名） 

会議の公開・非公開 公開 傍聴者 なし 

内 容（概要） 

 

１ 開会 

 

２ 会議の成立について 
委員１９名中１６名出席 宝塚市子ども審議会条例第６条第２項の規定により、委員の過半数以

上の出席があったため会議は成立している。 

   また、本日の会議は公開とする。傍聴者はなし。 

 

３ 報告 

（１）宝塚市子ども条例の一部を改正する条例の制定について（答申） 

   ○事務局から、資料①に基づき、宝塚市子ども条例の一部を改正する条例の制定について説明。 

   会 長： ご意見やご質問はあるか。 

   委 員： （意見・質問等なし） 

 

（２）宝塚市子ども条例の一部を改正する条例案に対する意見等について 

○事務局から資料②－１に基づき、宝塚市子ども条例の一部を改正する条例（案）に対するパブ

リック・コメント手続きに基づく意見募集の結果一覧表について説明。 

会 長： ご意見やご質問はあるか。 

委 員： パブリック・コメントについて、市民の方へはどういう形で公表されるのか。資料②

－１は子ども審議会用の資料であるため、別の資料が公表されるとの認識でよいか。市

民の方がこの文面を読んだら気分がよいものではないと思うが、公表する際は書き方を

変えるのか。内容についての異議はない。 

事務局： 今回配付している資料の内容がそのまま公表される予定である。 

委 員： 特に気になったのは、資料②－１のNo.３のその他のところである。「条例案のとおり

とします」となっているが、せっかく気づいたことに対して意見してくださったのに、

「あなたの言っていることは間違っている」と言っているように感じられた。もう少し

優しい言い方に修正できないか。これは感覚的な問題なので、手続き上の話とは違って

くると思うが。 

会 長： 私からも質問だが、参考資料の６ページの資料も正式な書類として残るのか。資料②

－１の回答の内容から、添付資料である６ページの該当部分を「０歳から１８歳未満（場

合によっては２０歳未満）」とするという理解でよいのか。 

事務局： そうである。 
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会 長： さきほどのご意見についてだが、「条例案のとおりとします」のすぐ下あたりに「ご

指摘ありがとうございます」など追加していただくようお願いしたい。 

事務局： 検討する。 

 

○事務局から資料②－２に基づき、宝塚市子ども条例の一部を改正する条例（案）に対するパブ

リック・コメント手続き以外での修正内容一覧表について説明。 

会 長： ご意見やご質問はあるか。 

委 員： （意見・質問等なし） 

 

４ 議題 

（１）宝塚市次世代育成支援行動計画個別事業取組状況について（令和３年度（2021年度）計画） 

 ○事務局から資料③に基づき、宝塚市次世代育成支援行動計画「たからっ子『育み』プラン」個

別事業取組状況（令和３年度（2021年度）計画）の新規事業について説明。 

   会 長： まず新規事業２件について、ご意見やご質問はあるか。 

   委 員： 子ども発達支援センター診療所事業について、この事業をはじめることで受け入れる

子どもの数に増減はあるのか。 

   事務局： 現状、やまびこ学園では定員３０名、すみれ学園では定員４０名に対し入所児童が５

名、あそびっこ広場は１日の定員１０名で運営している。今回３園を統合することによっ

て、全体で定員５０名とし、その時の状況に合わせて各クラスの定員を調整できるよう

にし、現状では入所ができなかったやまびこ学園の待機児童も含め対応できるように

なった。 

   委 員： 人数的には拡充したということか。 

   事務局： やまびこ学園に入所を希望するお子さんが多く、毎年数名待機となっていたが、反対

にすみれ園では定員に満たない状況が続いていたため、統合することによりニーズに合

わせて柔軟に対応できるようになったと考えている。 

   委 員： 就学補助事業について、不登校というワードが出てきていたが、対象者を教えてほし

い。 

   事務局： 現在、不登校の生徒が夜間中学校に入学するということは制度としてはあるようだが

実際に入学した例はなく、中学校を卒業したあとに学びなおしということで夜間中学校

に入学されている。対象者としては、中学校在学中に不登校となった生徒で卒業した方

である。 

   委 員： そういった対象者への周知方法はどういうものか。 

   事務局： 法律に基づいて国・県・市町村が一体となって取り組んでいるところだが、ポスター

やパンフレットを公共施設に掲示したり、広報たからづかやホームページで周知したり

している。今後も継続的に情報の発信を行っていく。 

 

 ○事務局から資料③に基づき、宝塚市次世代育成支援行動計画「たからっ子『育み』プラン」個

別事業取組状況（令和３年度（2021年度）計画）の拡充事業について説明。 

  

 会 長： ご意見やご質問はあるか。 

 委 員： 放課後児童健全育成事業について、新型コロナウイルスにより計画の内容も影響を受

けたのか伺いたい。例えば、新型コロナウイルス感染症の対策が必要であったとか、在

宅勤務の保護者が増えて預かる子どもの人数自体が減ったということがあった場合は

計画の内容に影響があったのか伺いたい。 

 事務局： 新型コロナウイルスの影響で在宅勤務の保護者が増えて育成会で預かる子どもの人数

が減ったということも聞いているが、具体的な数字までは把握できていない。感染症の

対策については、国からの支援を受けて、対策を行ったところである。事業計画の内容

としては影響がないと思っている。 

 委 員： コロナ対策による影響は大きな数ではなかったということか。 

 事務局： 育成会の退所や休所の理由が保護者の在宅勤務である事例も見受けられたが、具体的
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な数字は把握していない。 

  

 ○事務局から資料③に基づき、宝塚市次世代育成支援行動計画「たからっ子『育み』プラン」個

別事業取組状況（令和３年度（2021年度）計画）のその他について説明。 

 会 長： 新規事業・拡充事業以外の事業について、ご意見やご質問はあるか。 

   委 員： 資料③６５ページのNo.４２０４「交通安全教室（出前講座）」について、市内の子ど

も会、子育てサークル、児童館等へ出向き、交通安全指導を行うということだが、どこ

に申し込んだら実施してもらえるのか。 

   事務局： 担当課が拡大事務局ではないためここにはいないのだが、本市防犯交通安全課へ連絡

いただければ対応する。交通安全教室は、ＤＶＤでの映像鑑賞、講話、交通安全クイズ、

アンケート等実施することになっている。開催日時や開催場所、参加者の年齢層、参加

人数、設備等相談いただければ、防犯交通安全課・宝塚警察署の交通課・宝塚安全交通

協会の職員が派遣される。 

   会 長： 新規事業へ戻るのだが、子ども発達支援センター診療所事業について、これまでの医

療型児童発達支援センターが他のものと複合して福祉型子ども発達支援センターにな

り、併設されているすみれ園が医療型児童発達支援施設になったという理解でよいか。 

   事務局： 医療型児童発達支援センターはなくなり、子ども発達支援センターの中にすみれ園と

やまびこ園とあそびっこ広場が一本化し福祉型児童発達支援センターとなる。単独事業

ではあるが、すみれ園診療所も併設され、ドクター、訓練士、看護師を配置する。症状

の重い園児やケアが必要な園児が入園された場合は、看護師を配置し対応していく。こ

れまでのすみれ園では時間割で訓練等を行っていたが、これからは一日を通じて園児に

合わせた療育を行っていき、訓練については、すみれ園診療所で外来という形で受けて

いただく。 

   会 長： 福祉型と名前が付いているが、これまでの医療型の園児も受け入れるということか。 

   事務局： そうである。 

   委 員： 資料③５９ページのNo.３５０８「スクールカウンセラー配置事業」について、各校

１名スクールカウンセラーを配置しているのかということと、「教職員のカウンセリン

グマインドを高める」と書かれているが、教職員が研修などを受ける等のプログラムを

導入しているということか伺いたい。 

   事務局： 担当課が不在にしているため、電話で確認をとったところ、スクールカウンセラーが

全校に配置されているかについては、それぞれ連携校を持っており、市内の小中学校３

６校すべてに対応できるようにしているということであった。教職員のカウンセリング

マインドを高めると書かれていることについては、様々な事件が起きている中、学校の

教職員の先生方がカウンセラーへつなげるということに重きをおいていたが、一番身近

な先生方が直接話を聞くことが子どもの思いを受け止める効果があるということで、そ

ういった内容の研修を行っているということであった。 

   委 員： 資料③５２ページのNo.３２０１「社会教育推進事業」について、「実績数の減に伴い

事業廃止」となっているが、実際に実施しているところもあると思う。令和３年度以降

も継続したいと思っても手当がつかないということか。事業内容として「ＰＴＡ活動の

健全な発展を図り、家庭、学校、地域における教育の振興と児童、生徒、園児の福祉の

増進を図るために、各単位ＰＴＡ研修活動の支援を行う。」となっているが、主に講師

を派遣したりする事業だと思う。今年度は新型コロナウイルスの影響によりＰＴＡも集

まりが持てなかったり、保護者の方たちも仕事をしていて、講師を呼んで講演会を開い

ても人が集まらなかったりという理由等で廃止の流れになったのだと思う。しかし、継

続して活動を行っているところはあるのだから支援は必要だと思う。廃止になった経緯

について、担当課の社会教育課に少し話を聞いたのだが、複数の事業を統一したときに

こぼれ落ちてしまい消滅してしまう事業があるということだった。過去に家庭教育推進

員をしており、その時にもこの話を聞いた。今回の事業についても、このこぼれ落ちて

しまった事業となるのだと思うが、こんな時代だからこそ、保護者に対して研修をして

いくことの大切さを感じている。この事業を行うことができないのであれば、市として
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保護者に対して研修を行う機会を確保する等対応が必要であると考える。予算がない中

でも、大事にしていかなければならないことは、何らかの形で残していく必要があるの

ではないか。別の事業の中に組み込む等の工夫をしてほしい。簡単に廃止として、今後

やっていかないと判断するのではなく、知恵と工夫が必要だと思う。 

   事務局： 担当課へ伝える。 

   会 長： 代替の事業の紹介等があったらよかったと思う。 

   委 員： ＰＴＡの中には、この事業を当てにしているところもあると思うので、この事業は廃

止になるが、他の事業で助成等行っているというような案内があればよいと思う。 

   委 員： 資料③１０ページのNo.１２２５「思春期健康教育事業」について、今年度はコロナ

の関係で、休校になったこともあり授業のコマが取れず元々の計画からずれてしまった

りした。学校によっては１クラスであったり５クラスであったり状況も様々なので、今

年度はＤＶＤを作成して教室で見ていただき、その後１０分１５分かけて質疑を受け付

けるという形をとった。学校によってはコマが足りないということで中止になったとこ

ろもあったのだが、保護者から助産師会に直接連絡があり、５年生のうちに性教育をし

ておいてほしかったという意見が寄せられた。６年生になるとエイズの教育がはじまる

ので、性教育がないままエイズの教育にいきなり入ることに抵抗があるとのことで、家

庭で自分たちが性教育をしないといけないのかという意見であった。６年生のエイズの

教育がはじまる前に性教育について聞く機会を作ることはできないか。特例的に対応で

きないか。 

   事務局： 来年度の計画はすでに決まっているので先ほどのお話は盛り込めていないのだが、各

学校と話しをする際に意見を聞いて調整していきたい。ただ、学校の状況はその時にな

らないとわからないところがある。５年生を中心としたプログラムではないのでご希望

に添える結果になるかはわからないが、結果については別途お知らせする。 

   委 員： 今年度受けられなかった学校がもし２度依頼するようなことがあった場合は対応でき

るのか。 

   事務局： 現時点では分からない。 

   委 員： 個別事業計画の内容について意見はないのだが、全体を通して思ったこととして、コ

ロナ禍を受けて事業の見直しがあるのだろうと予想しながら見ていたのが、思ったより

見直しがなかったように思う。十分考慮した結果だとは思うが、現場からはコロナ禍を

受けての意見等はなかったか。 

   事務局： 全体像を上手にお伝えすることは難しいところではあるが、コロナ禍で今年度計画し

ていた事業では、形を変えて実施した事業もあれば、中止せざるを得ない事業もあった。

学校では臨時休校があり、保育所や育成会では３密の回避等対策を講じながら事業継続

しなければならず現場はとても苦労した。コロナに特化した事業というのは目に見えて

はいないが、十分配慮しながら事業を行っている。感染症予防ということだけではなく、

コロナ禍で影響を受けているところが他にもある。例えば、学校が休校中に家族で過ご

す時間が増えたことによって、家族のストレスが子どもや配偶者に向かってしまい虐待

やＤＶの被害が増えてきていたり、対面で相談する場が少なくなってしまっていたりと

いう状況がある。こういった問題には、既存の事業の中で現状をしっかり踏まえて配慮

しながら支援や相談をしている。児童虐待の担当だけではなく、ＤＶ担当や学校園等と

も連携しながら対応している。 

   委 員： コミュニティースクールが学校で作られているが、ほとんどの学校で作られているの

か。 

        また、コロナ禍で子どもたちへの声のかけ方も難しくなっている。ある男性が、子ど

もが首に家の鍵をかけているのを見て、「鍵が見えているとあぶないから服の中にいれな

さい。」と注意した。次の日にも同じ子どもが鍵を首にかけて見える状態だったので同じ

ように注意したところ、子どもは男性から怒られたと感じ家族に伝え、家族が警察に通

報するという事態に発展した。声を掛けた男性は職務質問を受け、とてもショックを受

けたそうだ。子どもたちを見守っていく中で、声掛けをしながら顔見知りになるという

ことが一番ではないかなと思う。補導員の中でも、声の掛け方に悩んでいる人は多い。
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保護者の方の考え方も変わってきているのもあるが、知らない人から声を掛けられた時

に逃げる子どもたちが多くなっている。まずは顔見知りになって、引き続き声掛けの活

動をしていきながら、子どもたちを見守っていくことが大切だと感じている。 

   事務局： 担当課長が不在なので、不十分な説明になってしまうかもしれないが、昨日予算特別

委員会があり、コミュニティースクールの推進について教育長から説明があった。地域

に開かれた学校にしていくことで、学校も様々な課題を地域の皆さんと一緒に解決して

いくことができるということで、コミュニティースクールの大切さを非常に感じている

ということであった。コロナ禍のこともあり、全校では実施できていないが、コミュニ

ティースクールの大切さは実感しているので、今後広げていきたいとのことであった。 

   委 員： 何年か経ったら、全校で実施されるということか。 

   事務局： それを目指していくということであった。 

 

  （２）放課後児童健全育成事業における量の見込みと確保方策の見直しについて 

   ○事務局から資料④－１、④－２に基づき、放課後児童健全育成事業における量の見込みと確保

方策の見直しについて説明。 

   会 長： ご意見やご質問はあるか。 

   委 員： （意見・質問等なし） 

 

５ その他 

   委員の推薦依頼について 

   ○事務局より事務連絡。 

   事務局： 委員報酬についてマイナンバー制度の導入に伴い、報酬支払に係る源泉徴収事務にマ

イナンバーの確認が必要となっている。毎年の確認が必要であり、令和３年は今回が１

回目の支払いとなるので、資料送付時に書類を同封している。 

        債権者番号（登録・確認）依頼書などの提出と、マイナンバーの確認について、審議

会終了後に職員が順次確認に回るので、会議終了後もしばらくご着席のままでお待ちい

ただきたい。リモートで参加の委員におかれては、返信用封筒を入れているので、近日

中に送付をお願いしたい。本日書類をお持ちでない方は、職員へお申し出いただきたい。 

 

   ○会長、副会長より任期満了に伴うあいさつ 

 

閉会（子ども未来部長謝辞） 

 


